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日 的

[朋消変速線維の切離により,祝党弁別学習の丙限IEl偲

捗が阻岱されることは広く認められてきたoLかし,皮

役逆転'-7=田(帆17兆IL7]利用研究)では逆転学習セットの

吃捗が7T<唆された｡そこで学習セット(LS)問題を用

い.[耶介的介'.f;lJ脳手術を施し,課題脈決の方略の変動か

ら,LS の形成と的限r;l】転移の神経学的対応を求めるこ

とを訳みる0

万 法

被駅作 :休誼2.4-4.5kgのアカゲザル4匹｡リ15かい

は食飢制限により休盃の900/Oを維持｡'J.Ll,Ill.'j･モソキー･チ

ェア一に固定｡

手術 :全被駄作の祝交笈を歌口韮側より正中繰上で切

離｡次に1匹は脳穴と前交述, 1匹は脳染,他の2四は

前交過と genu田は たは splenium 邦を除く脳栗の他の

部分を離した.

(aAli匠:50×50mmの刺放 ･反応パネルが左右に配位さ

れた自動式升別学田洪旺o報酬は干ぶどう.刺政は明隅

の外に8色｡LS間跡 ま28組の組み合わせを叔作為に迅

び山す｡

突放ガ払:左限により1セッシ王ソ60訳行 をlE]2

回,5セッツョソ掛こ右眼による転移皮の測定｡打,rl週
は任セッツチソ1問題60試行,耶2遇は3問題各20試行,

約3-6遇は6問題各10試行oLSの相原として,正訳

反応のJtクーソのlJl,快適耶決に和効な方略(win-stay,

lose-shift)の生起率を求む｡

結果と考察

部分的分捌脳手術を受けた3匹は,I:11円初期に両眼問

転移をまったく示さず,しかも学習会IgJl川を了えても米

だLii駅でLSを充分に形成できず, したがって有効JJ'帽

の転移が映証できなかった｡しかるに完全分2-Tl脳の被玖

附t,明確なu を形成し,学習眼にくらべ転移限の有

効ノj蛸iLi起串が有意に向上し,u 経駅の差にもかかわ

らずi.l珊引‖】に迄がなくなったO

指 輪

成約例から明らかなように,前脳交連線維切離後でも

LSのTLT･JEulE日'J.転移が起こり得るので,皮質下転移の可惰

性がますます糊大した｡

I)虫伏杓子 (nJF<研)との兆同研究｡

霊長mtこおける上顎骨の成長抑制に関する実

験的研究2)

f川雌 ':1'=而 (jlt北大 ･佃)

はじめに

上TrH'Z.の成l之に及ぼす外プ)の形好む知るための-T･仰l')i
欧として,昭和17J'F･皮はリ王統に位川するサル (M.('T〝S)

3WLの6カ月間の上諏′汁.机骨,朗の術前の桐成-liの悦

無記録を報告した｡

観察方法

6カ月間の祝窮を終えたサルの上顎左右の約一大日陶

に金属冠をかぶせ,それに接続する顎外固定装匠を介し

て後上方に特椀的力を加えた｡力の大きさは片側75gr

-iE,力のJJ-向は校合平面に300の角皮を持ち約一大臼歯

縮択煉側1/3な通る方向である｡実験期間は12遇で頭部Ⅹ

線規格写‡●亡,唆合石膏挟型を採取した｡投影方向は前回

同校,側JJ..柑位,斜位左右前後の5方向とした.

所 見

制 式珊pk.'描 はな芯準として,金属鋲の軌跡により,上

諏骨の動きな見ると,術前6カ月間の観察と典なり実晩

期抑 トには.qU下JJ-への動きは見られず後方-変位して

いた.上TTI,円.仰こおける歯の動きを見ると,術中12週間

で抑一大日脚土上gL骨の金属鋲の後方変位以上に,後)i

位なとり.粕川性に迫心移動されていた.また,前歯で

は鵬糟什内で11;[下JJ'へ前出を続けていたが,上顎骨の後

-))優位があることから,脳頭蓋に対しては.前方-の変

位成分はみられなかった｡

霊長類の安情と動作- とくに非対称性運動

の観点よ り3)

石原 志勢 (立教大 ･一般教育)

昭和46,47,'1.'･皮にひき続いて,ヒトをふくむ霊長現の

袈Ir'1･動作な紋然し,とくに手と顔を中心とした串良の

ニホソザルにつき8ミ1)映画の撮影を行なった｡現在,

それらの汽料を分析してい,る.

これまでの報告同様,意識的行動の場合には左右非対

称性迎動が観察された.平地を四足歩行する脚 こは,時

相を輿にした周期的左右対称運動を行なう｡平地なら

は,左右均衡のとれた肌性的な四肢迎動な行なうことに

よって,直線的に前進できるばかりでなく,また,劾串

がよ'い｡ところが,樹上 的｢札 JJ.tJly)などのような足J,iJ

の悪いところを移動する掛こは,つねに四Jkt'の新地位把

を確認しなければならず,そのために,非対称性迅動な

2)糠塚証紙(火北大 ･餌)との共同研究｡

3)春原志動 "左は左,右は右"｡r白然12921!7号,97

-105rf,1974年7Jl｡
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